生涯学習コーデイネーターの会　会員研修報告

報告者：中条　久夫

研修日時：平成２５年１月３０日　１５時～１７時　

場所：八王子市クリエートホール　５階展示室
参加者：（敬称略）安藤之大、加藤正彦、石井一、高木祐幸、河田博夫、坂野紀世子、青山光伸、白檮山町子、関口佐世子、河辺貞子、池邉尚子、伊藤良夫、北岡宏邦、上杉秀子、有野正樹、
中条久夫
生涯学習推進課：関谷課長、鳥居主事
八王子市側出席者：
教育委員会生涯学習総務課：宮木課長、吉本主査、福本主事

教育委員会学習支援課：新井課長、平越主任

生涯学習コーデイネーター会：進藤会長、根本副会長、東事務局長、

研修会の内容

今年度は生涯学習フェステイバルを早くから実施しているお隣の八王子市を訪問し、生涯学習の状況を聞き、クリエートホールの見学もさせてもらった。こちらからの質問事項は事前に生涯学習推進課経由で提出しておいたので短時間であったが効果的な研修となった。生涯学習推進課からは関谷課長、鳥居主事に参加いただき感謝します。
1． 挨拶
（1） 八王子市生涯学習総務課　宮木課長：八王子市では市民と協働で生涯学習を推進するためにコーデイネーター会ができ活動している。この交流会があきる野市のみならず相互にメリットがあればと思う。
（2） 八王子市コーデイネーター会　進藤会長：生涯学習コーデイネーター会は平成１６年に市との協働で設立され、９年間活動してきている。市民の生涯学習活動に役立つ組織を目指して取り組んでおり、目的は達成されてきていると思う。今回の研修会での交流を機に今後も相互交流ができればよい。

（3） 関谷課長：本日はお時間をいただき、また資料も沢山準備いただき有難うございます。先行している八王子市の生涯学習についていろいろ教えていただき研修できればと思います。よろしくお願いします。
（4） 安藤会長：八王子市のイベントには個別には参加させていただいているが、会としては初めての訪問となります。八王子市については瀬沼先生からも紹介していただいており、参考にさせてもらっている。今回研修として大勢で訪問させていただきありがとうございます。
2． 出席者の自己紹介
3． それぞれの生涯学習コーデイネーター会の概要説明
（1） 八王子市生涯学習コーデイネーター会について、進藤会長（資料）：パワポイント資料で市民の生涯学習を支援する組織として結成された経緯、現在の活動状況の説明があった。平成１６年５月にコーデイネーター入門・養成講座終了者の有志でスタートし現在会員は４３名で女性の割合が高い。心豊かな町づくりを目指して、４つの活動グループで活動し、年３回の会報発行、生涯学習ガイドブックづくり、行政と協働した人材育成として、コーデイネーター養成講座のサポート、生涯学習フェステイバルの開催などを行っている。今後の課題として、事業受託、スキルアップ、会員の定着化と増員、助成金、ネットワークをあげていた。コーデイネーター養成講座の受講者も減少化である。
（2） あきる野市生涯学習コーデイネーターの会について、中条：パワポイント資料で説明した。

4． あきる野市側から提出していた事前質問に対する回答がそれどれの部門からあった。（資料１－１）
八王子市での生涯学習について

生涯学習フェステイバルについて

生涯学習の講座について

5． 質疑応答

（1） 会報を発行されていますが、費用はどこが負担していますか、また各家庭に配布ですか？
　A:　コーデイネーター会が独自で年３回発行し、１８ケ所の出先機関に各２０部ず
つ配布している。インターネットでの配信もしている。費用は会員の年会費（１人３
０００円）から負担している。

（2） 養成講座の受講は無料ですか？　
A:　受講者は２０００円の受講料負担をしております。

（3） 活動グループの団体間の連絡のための連絡協議会のようなものは無いとのことですが、各グループ間での重複などはないのですか？　
A:　多くの活動グループがあるので調整は無理。競合もし、受講生の取り合いも起こ
っている。

（4） 生涯学習フェステイバルは文化際と同じような時期に開催されるが、出展者からみた違いは？　
A：　本質的な違いは無い。どちらにも出展できる。ただし、市の所管が違っている。
　文化祭は文化連盟が主催し出展などは有料となっており、少しレベルの高い芸術鑑
賞機会となっている。これに対し、生涯学習フェステイバルは参加費無料で２人以上
の団体なら参加できる。参加が多い時には抽選となる。（現状は抽選が不要な申込数）

（5） いろいろな講座が活発に行われていますが、クリエートホールではどのくらいの講座が行われていますか、コーデイネーター会はどの程度開催していますか？　
A:　昨年、行政主体の講座が１４７件あり、その内、市民センターが４件でした。
したがってクリエートホールでは１４３件開催されました。また民間主催のものが
１５０件位あります。コーデイネーター会では年４～５件の講座を開いています。八
王子では駅前大学、市民大学などもあり、講座に参加する人集めが大変です。
（6） 公民館をなくしたようですがその理由はありますか？　
A:　平成１１年に当クリエートホールができた時には公民館と生涯学習センターが
あった。生涯学習がはやりになった時に公民館を廃止して生涯学習センターとした。
（7） 市民と行政が協働ですすめておられますが、市側では何人くらいが生涯学習推進に携わっておられますか？　
A:　生涯学習センターでは正規１１人、嘱託１１人で建物管理などを行っている。
また分館が２つあり正規２名、嘱託６人で管理している。また、生涯学習総務課には
１１名の職員がいて推進している。

クリエートホールの研修室や設備の見学をさせてもらった。施設の利用は市民も外部の人も同じ料金で利用できるが、抽選は市民優先となる。
今回の研修は生涯学習フェステイバルを中心にいろいろ参考になる情報が得られたと思う。アレンジいただいた生涯学習推進課にお礼申し上げます。
以上

資料

１－１　質問事項に対する回答

１－２　八王子生涯学習プラン概要版

１－３　生涯学習推進本部設置要綱

２－１　第９回生涯学習フェステイバル参加団体募集
２－２　第９回生涯学習フェステイバル　チラシ

３　
生涯学習フェステイバル参加団体推移

４
第９回生涯学習フェステイバル検討会等日程


生涯学習コーデイネーター会

生涯学習コーデイネーター会会報


八王子市生涯学習センターパンフレット


はちおうじ出前講座


生涯学習・実践／相談窓口ガイド


生涯学習・実践／講座選択ガイド


施設使用料


講座のチラシ
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